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Ⅰ 目 的
知的障害を併せ有する視覚障害児については，近
年，視覚障害特別支援学校在籍児に占める割合が増
加しており（金森,2004），その教育方法の創出が，
視覚障害教育の課題となっている。また，五十嵐
（1993）は，視覚障害幼児の発達構造に関して，発
達に遅れがない視覚障害幼児が発達領域間でバラン
スの取れた発達構造をしているのに対し，発達の遅
れがある視覚障害幼児は，領域間で発達に差がみら
れるという報告があったことを指摘している。この
ことからも，知的障害を併せ有する視覚障害幼児の
発達支援にあたっては，発達の様相を十分に把握し，
それを踏まえた方法の開発・検討が必要であると考
えられる。
ところで，障害のある幼児の療育方法の一つにムー
ブメント教育・療法がある。ムーブメント教育・療
法は，多様な遊具や音楽などの環境を活用して体を
動かす遊びを中核とした，子どもの健康と幸福感の
達成をねらいとする療育方法である（小林，2007；
Frostig,1970）。小林（1985）は，人間の運動発達
が認知機能や情緒機能など他の諸機能と強い結びつ
きがあり，子どもの発達にとって必要な身体運動経
験を目的的にプログラムして行うことにより，身体・
運動面での発達だけでなく，知的発達や情緒面の発
達を促進することができることを指摘している。こ
のムーブメント教育・療法による療育プログラムを
定期的に実施することによって，MEPA（Movement
EducationandTherapyProgram Assessment,
小林,1985）あるいはMEPA-R（MovementEduca-
tionandTherapyProgramAssessment-Revised，
小林，2005）における評価で，障害のある幼児の
発達における伸長が確認できた事例が報告されてい
る（柳沼・小林，1993，末光・橋本・土岐 ・森永・
中島，1996，田村・小林，2006）。ムーブメント
活動は，多様な遊具環境を通して，子どもが楽しみ
ながら運動できるようにプログラムされており，知
的障害を併せ有する視覚障害児の発達支援について
も活用できる可能性が高いと考えられる。しかしな
がら，これまでの研究では，知的障害を併せ有する
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摘 要
本研究では，知的障害を併せ有する視覚障害児3名に対し，運動スキルの拡大を目指して，視覚障害の特性に配慮し
たムーブメント教育プログラムを開発し，実際に支援を行い，発達上の変容を確認した。実践の結果，対象児らのMEPA
において，発達に伸長が認められた。これにより，ムーブメント教育プログラムが，知的障害を併せ有する視覚障害児
の発達支援に活用できる可能性が示唆された。また，プログラム作成においては，動きのバリエーションを増やす軸，
動きのスキルを磨く軸，動きを応用する軸の3つから構造化を図り，聴覚や触覚からの刺激を組み込んだ遊具環境の設
定が有効であると考えられた。
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視覚障害児の発達支援にムーブメント教育プログラ
ムを適用した報告はほとんど見られない。
五十嵐（1993；前出）は発達の遅れを伴う視覚
障害幼児においては，歩けない，音源に向かって直
進歩行ができない，走れないの3つの大きな発達
のつまずきがあると述べている。このことは，発達
の遅れを伴う視覚障害幼児にとって，基本的な運動
スキルの獲得が発達のネックであり，そのつまずき
を解決するための発達支援が重要であることを示す
ものであろう。そこで，本研究では，特に知的障害
を併せ有する視覚障害児の運動スキルの拡大の視点
から，ムーブメント教育プログラムの開発を試みる。
実際に支援を行い，その発達の変容を確認すること
により，プログラムの効果を検証する。これにより，
知的障害を併せ有する視覚障害児の発達支援に活用
できるムーブメント教育プログラムの在り方を探る。
Ⅱ 方 法
１．対象児
Ｔ県内の盲学校（現 視覚障害特別支援学校）幼
稚部在籍の年少児 3名
（1）Ａ児
ⅰ 男児 全盲（未熟児網膜症）てんかん
ⅱ 首のすわり8か月，始歩22か月，始語18か月
ⅲ 支援開始時（CA：3歳5か月）の様子
着替えや食事，排泄などの身辺処理は大部分介
助で，おむつを使用していた。移動は介添え歩行
であった。睡眠リズムが安定せず，保護者からは
夜中に起きている日が頻繁にあると報告された。
幼稚部の生活では，大人からの働きかけがない
限り，目を押さえてうずくまり，じっとしていた。
手に触れたおもちゃや遊具で遊んだり，室内を自
発的に探索したりする様子は少なく，手洗いの流
し台のドアの開閉を繰り返したり，硬い紙を口に
入れてしゃぶったりしながら過ごすことを好んで
いた。他児が近づくと頭突きをしたり，蹴ったり
して攻撃する行動が見られた。
ⅳ MEPAによる支援開始時のアセスメント
（図1）
運動・感覚分野は，姿勢，移動面では，第 3
ステージ（生後13か月～18か月の発達段階）終
了段階～第4ステージ（生後19か月～36か月の発
達段階）の一部達成段階にある。独歩が可能であ
るが，バランスが悪く，すぐにうずくまってしま
う。しゃがむ，飛び降りる，跳ぶ，横転がりをす
るなどの粗大運動スキルは未獲得であった。技巧
面では，第3ステージ（生後13か月～18か月の
発達段階）の終了段階で，積み木積みは2個ま
ででき，ボールを下手から投げることができた。
スプーンの操作や本のページめくり，靴をはくな
どはできなかった。
言語分野は，ほぼ，第3ステージ（生後13か
月～18か月の発達段階）終了段階にある。2語文
を用い，簡単な指示は理解できた。手，足以外の
身体部位を表す言葉を聞いて該当部位を示したり，
「足をあげる」「手を挙げる」などの指示に応じて
動作をしたりすることはできなかった。
社会性分野は，ほぼ，第2ステージ（生後7
か月～12か月の発達段階）終了段階にある。自
発的に欲しいものを伝える行動は見られたが，他
の子どもの周りで遊ぶ，友達と手をつなぐ等の行
動は未獲得であった。
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図１ Ａ児のMEPAプロフィール表
（2）Ｂ児
ⅰ 女児 全盲（未熟児網膜症）
ⅱ 首のすわり10か月，始歩33か月，始語12か月
ⅲ 支援開始時（CA：3歳6か月）の様子
Ａ児と同様で，着替えや食事，排泄などの身辺
処理は大部分介助であり，おむつを使用していた。
移動は介添え歩行であった。
幼稚部の生活では，大人からの働きかけがない
と体をくるくる回転させるブラインディズムが頻
発し，自発的に室内を自発的に探索する様子は少
なかった。大人からの働きかけに対する受け入れ
は良好で，太鼓など音のでるおもちゃで遊ぶ様子
が見られた。しかし，ブランコ，トランポリンな
どの粗大遊具での遊びは怖がって，なかなか取り
組もうとしなかった。
ⅳ MAPAによる支援開始時のアセスメント
（図2）
運動・感覚分野は，第3ステージ（生後13か
月～18か月の発達段階）段階～第 4ステージ
（生後19か月～36か月の発達段階）の一部達成段
階にある。独歩が可能であるが，Ａ児同様，バラ
ンスが悪く，すぐにうずくまってしまう。また，
手すりにつかまって階段を上り下りする，しゃが
む，飛び降りる，跳ぶ，走る，横転がりをするな
どの粗大運動スキルは未獲得であった。技巧面で
は，積み木積みは2個まででき，ボールの下手
投げ，スプーンの操作や本のページめくりができ
た。ボールを蹴る，靴をはくなどはできなかった。
言語分野は，第4ステージ（生後19か月～36
か月の発達段階）の一部達成段階にある。2語文
を用い，簡単な指示は理解できた。身体部位を表
す言葉を聞いて該当部位を示したり，「足をあげ
る」「手を挙げる」などの指示に応じて動作をし
たりすることができた。大小，長短などの言葉は
理解できなかった。
社会性分野は，ほぼ，第2ステージ（生後7
か月～12か月の発達段階）終了段階にあり，第3
ステージ（生後13か月～18か月の発達段階）段
階・第4ステージ（生後19か月～36か月の発達
段階）にも一部達成している項目がある。他の子
どもの周りで遊んだり手をつないだりする行動は
見られなかったが，大人に対して自発的に欲しい
ものを伝える行動は獲得していた。
（3）Ｃ児
ⅰ 女児 全盲（網膜色素変成症） ローレンス・
ムーン・ビードル症候群 てんかん 肥満
ⅱ 首のすわり6か月，始歩30か月
ⅲ 支援開始時（CA：3歳7か月）の様子
着替えや食事，排泄などの身辺処理は全介助で
あり，おむつを使用していた。独歩は可能である
が，自ら歩く様子はなく，介添え歩行をしようと
するとだっこを要求して泣き暴れる様子が見られ
た。
幼稚部の生活では，自発的におもちゃで遊んだ
り，室内を自発的に探索したりする様子はほとん
ど見られず，大人が働きかけない限り，うずくまっ
て過ごしていることが多かった。
ⅳ MEPAによる支援開始時のアセスメント
（図3）
運動・感覚分野は，姿勢，移動面に関しては第
3ステージ（生後13か月～18か月の発達段階）
終了段階にあり，技巧面では，第 2ステージ
（生後7か月～12か月の発達段階）終了段階であっ
た。肥満の影響もあり，四つばい位を保持するこ
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図２ Ｂ児のMEPAプロフィール表
とが難しかった。しゃがむ，飛び降りる，跳ぶ，
走る，横転がりをするなどの粗大運動スキルは未
獲得であった。技巧面では，積み木積みや，ボー
ル投げ，スプーンの操作などは困難であった。
言語分野は，第2ステージ（生後7か月～12
か月の発達段階）の一部達成段階にあり，呼名に
対する反応はあるが，発語はなく，言葉による指
示理解も困難であった。
社会性分野は，第2ステージ（生後7か月～
12か月の発達段階）の一部達成段階にあり，他
の子どもの周りで遊ぶ，自発的に欲しいものを伝
える等の行動は未獲得であった。
２．対象児における支援課題の設定
アセスメントの結果から，どの対象児も立位や歩
行姿勢が安定せず，獲得している粗大運動スキルの
種類や身辺自立をはじめとした生活に必要な手指の
操作スキルも不十分であることが明らかとなった。
また，対象児らの動きを見ると，まひがないにもか
かわらず，腕をまっすぐ前方や上方に伸ばすように
指示しても，肘や手首が曲がってしまったり，スムー
ズに手のひらを開いたり閉じたりできなかったりし
た。これは，身体意識（小林；Frostig，前出）の
獲得が不十分なために，身体各部位の筋肉や関節を
指示された通りに動かすことができない状態である
と思われた。また，対象児らは視覚からの情報不足
のため環境把握が難しく，自分の環境における移動
のイメージもつかみにくい。その結果，恐怖心が先
に立ってしまい，移動の際には重心を後ろに引いて
足を引きずる様子が見られた。
これらのことから，対象児らにおいては，以下の
4つの課題を設定し，動きのスキル拡大を目指すこ
ととした。
①安心して動ける環境での楽しい活動を通して，
運動することに対する恐怖心を取り除き，運動
意欲を高め，運動経験を増やす。
②身体意識の獲得を図る。
③バランス能力を高め，基本的な粗大運動スキル
の獲得と拡大を図る。
④上肢操作スキルの拡大を図る。
また，これらに併せて，言語・社会性面において
も支援課題を以下のように設定した。
⑤身体部位や動きに関する理解語を増やす。
⑥友達と一緒に遊ぶ楽しさを知る。
３．ムーブメント教育プログラムの作成
上述した支援課題をふまえ，視覚障害児の特質に
配慮したムーブメントプログラムを以下の方針で作
成した。
（1）プログラムの構成
粗大運動を中心とした動的ムーブメントプログラ
ムである「運動遊びプログラム」と上肢の操作活動
を中心とした静的ムーブメントプログラムである
「操作遊びプログラム」の2種類を作成する。各プ
ログラムは別々に並行して実施するが，必ずしも粗
大運動活動と操作的な活動を峻別するのではなく，
活動の流れによって，運動遊びプログラムの中で粗
大運動活動を中心としつつ操作的な活動を組み込ん
だり，逆に操作遊びプログラムの中で操作的な活動
を中心としつつ粗大運動活動を組み込んだりして，
柔軟に展開するものとする。
（2）プログラムの作成方法
プログラムは，1か月を1クールとして，月ごと
に季節感を取り入れたテーマを決め，新規に作成す
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図３ Ｃ児のMEPAプロフィール表
る。作成にあたっては，担当する複数の教師で，前
の月に観察された対象児らの活動の様子に基づいて
課題の達成度検討し，継続すべきものがあるときに
はそれを含めて内容を決定する。
４．プログラムの主な内容
（1）運動遊びプログラム（表1）
年間を通して，大きく3つのステップを組み立て
た。
第1段階は，安心して動ける環境で，基本的な
動きの体験を積む段階である。「歩く」「走る」「跳
ぶ」等の基本的な動きのスキルや，「運ぶ」「引っ張
る」「転がす」などの粗大な動きでの操作スキルを
獲得させることをねらって，トランポリン，箱形キャ
スターボード，バルーン，トンネルなどの大型遊具
を活用したプログラムを作成し，多様な姿勢や動き
を体験できるようにする。特に遊具を用いて揺れ刺
激を取り入れることにより，バランス能力を高め，
姿勢の安定を図る。
第2段階は，多様な遊具環境を活用して動きの
バリエーションを拡大する段階である。基本的な動
きの獲得を踏まえ，第1段階で用いた遊具にロー
プ，フープ，おもちゃの乗り物などの小型遊具を適
宜加えながら，新しい動きを体験できるようにした
り，以前使った遊具を改めて取り上げて，新しい動
きに活用したり，よりスムーズな動きに発展させた
りすることをねらう。
第3段階は，スピードやリズム，空間の広がり
や位置関係などを意識して，意図的に姿勢を変化さ
せ，動きをコントロールする段階である。音源を活
用しながら空間の広がりや移動する方向や自分や友
達の位置などを判断できるようにし，それを手がか
りに自分の動きを変える活動を取り入れる。また，
音楽の変化を聞き取って，自らの動きのリズムやス
ピードを変えたり，音楽の種類と動きのパターンを
対応させて動いたりするプログラムへと発展させる
ようにする。
身体意識の獲得を目指した内容としては，水中で
のムーブメントなど，触刺激を取り入れたプログラ
ムを設定する。また，前述した揺れ遊具による前庭
感覚への刺激を取り入れるようにする。
（2）操作遊びプログラム（表2）
年間を通して，大きく4つのステップを組み立
てた。
まず，第1段階は，触感覚や揺れの感覚，聴覚
を活用しながら，基本的な動きや上肢の操作の体験
を積む段階である。視覚障害児が興味を持ちやすい，
音の出る素材を操作の対象として取り入れ，いろい
ろな操作を通して音を出す活動を楽しむことができ
るようにする。具体的には，小型の打楽器，新聞紙，
タフロープ，豆，段ボールなどを用いて，「振る」
「叩く」「ちぎる」「破る」などの動きを引き出す。
また，それらの操作を行う機会をサーキット活動の
流れの中に組み入れることによって，楽しみながら，
上肢だけでなく，身体全体を動かす体験ができるよ
うに仕組む。
さらに第2段階では，多様な素材を活用して上
肢の操作のバリエーションを拡大する段階として，
音が出る素材に加えて，粘土や砂など，音が出なく
ても操作そのものを触感覚を通して楽しむことがで
きる素材を取り入れ，動きを拡大していく。
第3段階は，音楽やリズム，空間の広がりや位
置関係などを意識して，意図的に上肢の動きをコン
トロールする段階である。音楽に合わせたり，他児
の出す音に合わせたりして音を出す，歌遊びや手遊
び，ダンスなど，自分自身の動きを音楽に合わせて
変えるなど，聴覚からの情報に動きを合わせる活動
を組み込む。特に，手足に鈴などの音の出るものを
身に付け，その音を確かめながら，体を意図的に動
かすことで，上肢の操作スキルを拡大するだけでな
く，身体意識の獲得を促していくようにする。
また，積み木の操作を通して「高低」「長短」の
概念や形の概念を獲得できるように導いたり，お手
玉を使って目的に向かって投げる動きを体験させ，
空間意識の獲得につなげたりする。
第4段階は，それまで獲得したさまざまな動き
を活用しながら，ルールに従って，友達とやりとり
しながら動きを楽しむ経験をする段階である。これ
は，動きを通して人とかかわる力を育てるためのプ
ログラムとして取り入れる。
５．プログラムの実施方法
作成したプログラムは，週に1～2回の頻度で繰
り返し行う。1回の実施時間は約40分間である。対
象児3名の小集団活動とし，教師3名によるマン
ツーマン体制で実施する。
実施期間は，Ｘ年5月～Ｘ＋1年3月までの長期
休業期間を除いた10か月間とする。
知的障害を併せ有する視覚障害幼児のためのムーブメント教育プログラムの開発に関する実践的研究
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表１ 運動遊びプログラム
ステップ 単元名 取り入れる活動
安心して動ける
環境で，基本的な
動きの体験を積む
段階
（5～7月）
1
運動会の障害物競走
に参加しよう
・トランポリンで，音楽に合わせて跳ぶ。（バーにつかまって→教師と手を
つないで→友達と手をつないで）
・バルーンを音源に向かって押し転がす。
・段ボールトンネルをくぐる。
・音源に向かって行進する。走る。
2
七夕祭りで，いろい
ろな動きを発表しよ
う
・トランポリンで，音楽に合わせて跳ぶ。（バーにつかまって→教師と手を
つないで→複数の友達と手をつないで→音楽が流れる，止まるを意識して）
・キャスターボード，鈴，タンバリンを運ぶ。（引っ張って，担いで，手でもって）
・音源に向かってかごを押して運ぶ
・音源に向かって，スピードをコントロールしながら移動する。
・箱形キャスターボードに友達を乗せて音源に向かって運ぶ。
・フープにつかまって，走る。
・フープに友達と一緒に入って移動する。
多様な遊具環境
を活用して動きの
バリエーションを
拡大する段階
（7～12月）
3
プールで遊ぼう（水
中ムーブメント）
・音楽に合わせて，水中で歩く，走る，跳ぶ。
・水中のフープトンネルを歩いてくぐる，四つばいでくぐる。
・フープに入って，水中を電車ごっこで移動する。
・水をすくって投げる。体にかける。瓶や缶に水を移し替える。
4
キャスターボードで
遊ぼう
・キャスターボードを引っ張る（歩く。走る。物を乗せて落とさないように
移動する。）
・キャスターボードにいろいろな姿勢で乗り，引っ張ってもらう。（座って，
腹這いで，立って，しゃがんで）
・キャスターボードに乗って自分で進む。（手や足でこいで，壁を蹴って，
床の上を這いながら，スロープを滑り降りながら）
・トランポリンで音楽に合わせて跳ぶ。（友達と輪になって，回る。広がっ
たり集まったりする。）
・トランポリンで寝そべる。（手足でトランポリンのマットを叩く，手足を
持ち上げて揺らす，マットの上を転がる。）
・ロープのある空間でいろいろな動きを体験する。（またぐ。くぐる。飛び
越す。伝って歩く。握って引く。）
5
汽車遊びをしよう
・おもちゃの汽車に乗り，足で蹴って進む。
・汽車のハンドルを操作して方向を変える。
・複数の音源の音を聞き分けて，汽車で目的地（駅）まで移動する。
・肋木につかまって登り，途中にあるカスタネットを叩く。天井に触れたり，
肋木を横に伝い歩きしたりする。
スピードやリズ
ム，空間の広がり
や位置関係などを
意識して，意図的
に姿勢を変化させ，
動きをコントロー
ルする段階
（1～3月）
6
動物になろう
・トランポリンの上を前後左右に移動したり，跳びながら移動したりする
（フープにつかまって，先生と手をつないで，ひとりで）
・動物になったつもりで，姿勢や方向を変えて移動する。（自由な速さで，
タンバリンのリズムに合わせて，音楽に合わせて）
かえる：跳びながら前進，犬：四つばいで進む，あひる：しゃがんで進む，
ペンギン後ろ向きに歩く，かに：横ばいで歩く
・指示された動物になったり，自分で選んだ動物になったりして移動する。
・音楽の流れに沿って，それぞれの動物に素早く変化して移動する。
7
鬼ごっことボール遊
びをしよう
・鬼の着けた鈴の音から遠ざかるように走る。
・鬼の来る音楽の時は，隠れ家のある方向に向かって移動し，別の音楽がなっ
たときは，隠れ家から遠ざかるように移動する。
・ボールをいろいろな方法で運ぶ。（抱えて，おんぶして，頭に乗せて）
・友達にボールを手渡す，友達からボールを手渡しで受け取る。
・距離を少しずつ置いて，教師や友達とボールを転がしたり，投げたりして
やりとりしたりする。
知的障害を併せ有する視覚障害幼児のためのムーブメント教育プログラムの開発に関する実践的研究
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表２ 操作遊びプログラム
ステップ 単元名 取り入れる活動
触感覚や揺れの
感覚，聴覚を活用
しながら，基本的
な動きや上肢の操
作の体験を積む段
階
（5～7月）
1
冒険の国に行こう
（触感覚を楽しむサー
キットムーブメント）
・新聞ちぎりをする（左右に引っ張って，前後にひねって）
・新聞紙を詰めた段ボールをくぐる。
・上にふさのついた滑り台を，ふさに触れて身体が移動する感触を確認しな
がら滑る。（あおむけで，うつぶせで，頭を前に，足を前に，棒につかまっ
て）
・傾斜をつけたマットの上を横転がりする。
・平均台の上を歩き，音の出る吊り遊具にふれて音を出す。（横歩きで，前
向きで，腰を曲げてバランスをとって）
・跳び箱によじ登って，教師の介助で飛び降りる。
・ジャンピングボードで跳ぶ。
2
七夕祭りで，いろい
ろな楽器を楽しもう
（音の出る遊具を使っ
たサーキットムーブ
メント）
・打楽器作りをする。（瓶のふたを開ける，豆やおはじきを中に入れる，ふ
たを閉める，振って音を出す）
・段ボール箱を音楽に合わせて叩いて音を出す。
・平均台の上を歩き，上からぶら下がっている打楽器を見つけて，いろいろ
な音を出す。（横歩きで，前向きで，腰を曲げてバランスをとって）
多様な素材を活
用して上肢の操作
のバリエーション
を拡大する段階
（7～9月）
3
砂で遊ぼう
・手や足で砂に触れ，つかんだり，まき散らしたりする。
・砂の中に水を入れたり，掘ったり，容器に移したりする。
・空き缶に砂や，小石を入れて楽器を作り，音を鳴らす。
4
楽器作りをしよう
・手にカスタネットを，足に鈴を着け，リズムに合わせて踊ったりジャンプ
したりして，人間楽器になる。
・空き缶や箱に豆やおはじき，釘，小石などを入れ，音の違いを確かめなが
ら鳴らす。
・作った楽器にシールを貼り，模様をつける。
・音楽やリズムに合わせて楽器を鳴らす。
5
粘土を使って遊ぼう
・粘土をちぎる，指で穴を開ける，引っ張る，丸める，転がす，投げる，集
める，くっつける，叩く，伸ばすなど。
音楽やリズム、
空間の広がりや位
置関係などを意識
して、意図的に上
肢の動きをコント
ロールする段階
（10～1月）
6
リズムに乗って遊ぼ
う（音楽ムーブメン
ト）
・足に鈴をつけ，手にマラカスを持って音楽に合わせて音を出して踊る。
・友達の名前を呼び，呼ばれた人が音を出す。
・音楽に合わせてスピードを変えながら行進する。（教師や友達と手をつな
いで，輪になって広がったり縮んだり，前後左右に移動したりしながら）
・音楽に合わせて移動し，曲の切れ目で，いろいろな姿勢や動きをする。
（止まる，ジャンプする，しゃがむ，回るなど）
7
手遊びや積木遊びを
しよう
・「むすんでひらいて」「なかよしさん」などの手遊び・指遊びで，握る，
開く，指と指を合わせるなどの動きをする。
・丸，三角，四角の大小の積木を使って，高く積んだり，長く並べたりする。
・積んだ積木を手で押したり，ボールをぶつけたりして倒す。
8
豆まきやお手玉遊び
をしよう
・鬼が持つ音源に向かって，豆やお手玉を投げる。
・鬼の音源を聞いて逃げる，あるいは追いかける。
・ルールに従って，あらかじめ決められた言葉を使って，呼びかけ合い，そ
の言葉を合図に投げる。
・豆やお手玉をつまんだり，拾い集めたりする。
ルールに従って、
友達と動きを楽し
む段階
（2～3月）
9
宅配やさんごっこを
しよう（ごっこ遊び
ムーブメント）
・友達の持つ楽器の音や声を手がかりに，友達のいる場所に近づく。
・自分が持っている楽器を鳴らしたり，かけ声をかけたりして友達を誘導する。
・パターンに従って挨拶をする，用件を尋ねる，尋ねられたら用件を伝える
などのやりとりをする。
・頼まれた物を覚えて，手で触れて探し，見つけたら，相手のところまで届
ける。
６．効果測定の方法
支援終了時に対象児らのMEPAを再測定し，支
援開始時の測定結果と比較し，プロフィール上の変
化を確認する。またＭＥＰＡにおけるクロスインデッ
クス表を用いて，①運動・感覚領域の身体意識項目，
②言語，社会性領域の身体意識項目，③調整力項目，
④筋力・持久力項目における達成率の変化を確認す
る。
Ⅲ 結 果
１．対象児の変容
（1）Ａ児
ⅰ 支援終了時（CA：4歳4か月）の様子
着替えや排泄などの身辺処理は自立し，食事も
一部介助となった。移動は壁沿い歩行が中心であ
る。日常的にトランポリンやブランコなどの粗大
運動遊具で自発的に遊ぶ様子が確認できた。他児
に対する攻撃行動は見られなくなった。
ⅱ MEPAによる支援終了時のアセスメント
（図1）
運動・感覚分野は，第4ステージ（生後19か
月～36か月の発達段階）の大部分を達成した段
階にある。しゃがむ，飛び降りる，跳ぶ，つま先
で歩く，横転がりをするなどの粗大運動スキルが
獲得された。技巧面では，6個の積み木を積む，
本のページを1枚ずつめくる，靴を履く等がで
きるようになった。
言語分野は，ほぼ第4ステージ（生後19か月～
36か月の発達段階）で，受容については，第5ス
テージ（生後37か月～48か月の発達段階）にも
一部達成項目がある。3語文や助詞を使うように
なり，身体部位を表す言葉を聞いて該当部位を示
したり，「早く走っておいで」などの指示に応じ
て動作をしたりすることができるようになった。
また，大小が分かり，それを身体で表現すること
もできるようになった。
社会性分野は，第4ステージ（生後19か月～36
か月の発達段階）に一部達成項目が見られた。他
の子どもの周りで遊ぶ，まねをして遊ぶ，親から
離れて遊ぶなどの項目が達成された。
ⅲ MEPAにおけるクロスインデックス表にお
ける達成率の変化（図4）
①運動・感覚領域の身体意識項目では，支援開
始時46％であった達成率が，支援終了時には62
％（16％の増加）に，②言語，社会性領域の身体
意識項目では，同じく38％から57％（19％の増
加）に，③調整力項目では，同じく52％から62
％（10％の増加）に，④筋力・持久力項目では，
同じく66％から69％（3％の増加）に変化した。
（2）Ｂ児
ⅰ 支援終了時（CA：4歳5か月）の様子
Ａ児と同様に，着替えや排泄などの身辺処理は
自立し，食事も一部介助となった。移動は壁沿い
歩行が中心である。特にトランポリンやブランコ
など，支援開始時には怖がっていた揺れ遊具を用
いて，日常的に遊ぶ様子が確認できた。母親から，
独歩が安定し，手をつないで散歩に連れ出すこと
ができるようになったと報告があった。
ⅱ MEPAによる支援終了時のアセスメント
（図2）
運動・感覚分野は，第4ステージ（生後19か
月～36か月の発達段階）の大部分を達成した段
階にあり，第5ステージ（生後37か月～48か月
の発達段階），第6ステージ（生後49か月～60か
月の発達段階）にも一部達成された項目がある。
しゃがむ，飛び降りる，跳ぶ，つま先で歩く，横
転がりをするなどの粗大運動スキルが獲得された。
移動面では，鬼ごっこ等の場面で体験した「急に
止まったり，方向性を変えることができる」項目
が達成された。また，技巧面では，6個の積み木
を積む，本のページを１枚ずつめくる，靴を履く，
三輪車に乗る等の項目等ができるようになった。
言語分野は，第 5ステージ（生後37か月から
48か月の発達段階）段階となった。受容面では，
「早く走っておいで」「ゆっくり歩いておいで」な
―50―
図４ Ａ児のクロスインデックス表における達成率
どの指示に応じて動作をすることができるように
なった。表出面では3語文を話すようになり，
助詞も使うようになった。「歩く動作に合わせて，
10までの数が言える」の項目が達成された。
社会性分野は，第4ステージ（生後19か月～
36か月の発達段階）の達成項目が増えた。他の
子どもの周りで遊ぶ，何かを「見てちょうだい」
と人を引っ張る，まねをして遊ぶ，などの項目が
達成された。
ⅲ MAPAにおけるクロスインデックス表にお
ける達成率の変化（図5）
①運動・感覚領域の身体意識項目では，支援開
始時43％であった達成率が，支援終了時には62
％（19％の増加）に，②言語，社会性領域の身体
意識項目では，同じく58％から71％（13％の増
加）に，③調整力項目では，同じく52％から66
％（14％の増加）に，④筋力・持久力項目では，
同じく60％から74％（14％の増加）に変化した。
（3）Ｃ児
ⅰ 支援終了時（CA：4歳6か月）の様子
全面的な介助が必要であった着替えや排泄，食
事などの身辺処理については，徐々にできる部分
が増えた。移動の際もゆっくりではあるが，手を
つないで歩行することを嫌がらなくなった。トラ
ンポリンやブランコなどの粗大運動遊具に楽しん
で乗る姿が見られるようになった。
ⅱ MAPAによる支援終了時のアセスメント
（図3）
運動・感覚分野は，姿勢，移動面では，第 4
ステージ（生後19か月～36か月の発達段階）の達
成項目が増えた。しゃがむ，立ったままでぐるっ
と回るなどができるようになった。技巧面では，
第3ステージ（生後13か月～18か月の発達段階）
に進み，このステージの最初の項目である，「2
個の積み木を重ねる」ができるようになった。
言語分野は，受容面については，ほぼ第3ス
テージ（生後13か月～18か月の発達段階）を終
了する段階に進み，「ちょうだい」や「もってき
なさい」という指示に応じることができるように
なった。表出面については大きな変化は見られな
かった。
社会性分野では，第3ステージ（生後13か月
～18か月の発達段階）～第4ステージ（生後19
か月～36か月の発達段階）である。他の子ども
の周りで遊ぶ，何かを「見てちょうだい」と人を
引っ張る，などの項目が達成された。
ⅲ MAPAにおけるクロスインデックス表にお
ける達成率の変化（図6）
①運動・感覚領域の身体意識項目では，支援開
始時39％であった達成率が，支援終了時には46
％（7％の増加）に，②言語，社会性領域の身体
意識項目では，同じく29％から32％（3％の増加）
に，③調整力項目では，同じく42％から47％（5
％の増加）に，④筋力・持久力項目では，同じく
57％から56％（1％の減少）に変化した。
Ⅳ 考 察
実践に伴うMEPAの測定結果の変化（図1～3）
から，どの対象児にも発達の伸長が見られ，発達の
節目である次のステージに進んだ項目も複数確認さ
れた。
知的障害を併せ有する視覚障害幼児のためのムーブメント教育プログラムの開発に関する実践的研究
―51―
図５ Ｂ児のクロスインデックス表における達成率
図６ Ｃ児のクロスインデックス表における達成率
また，クロスインデックス表（図4～6）では，
Ｃ児の筋力・持久力がわずかに減少したことを除き，
すべての項目で達成率が増加した。クロスインデッ
クス表における到達度とは，歴年齢相応の発達ステー
ジまでに達成することが期待される項目の総数に対
して，実際に対象児が到達できている項目数の百分
率を表している。よって，支援開始時に比べ，支援
終了時に達成率が増加したことは，暦年齢の上昇に
伴う自然な増加を越える発達の急激な伸長を示すも
のであると考えられる。
以上のことから，今回開発したムーブメント教育
プログラムは，対象児らの発達の伸長に有効であっ
たことが示唆される。特に，クロスインデックス表
の到達度の増加から身体意識や調整力の獲得を促進
できたと考えられ，知的障害を併せ有する視覚障害
幼児の動きづくりにムーブメント教育プログラムを
活用できる可能性が明らかになったといえよう。
以下に，今回開発したプログラムと実践に基づき，
知的障害を併せ有する視覚障害幼児の動きのスキル
拡大を目指したムーブメント教育プログラムに必要
な要素について分析する。
（1） プログラムの構造化
対象児らは，支援開始時には，獲得している動き
の種類が少ないだけでなく，運動への意欲や関心も
低い状態であった。このような場合，基本的な動き
を繰り返し練習するだけでは，動きの喜びを引き出
すことにはつながらず，獲得した動きを自ら拡げる
ようになることは難しいと考えられる。そこで，今
回のプログラムは，3つの軸からプログラムを構造
化した。1つ目は，動きのバリエーションを増やす
軸，2つ目は，動きのスキルを磨く軸，3つ目は動
きを応用する軸である。
第1の軸では，「歩く」「走る」「叩く」「振る」
などの基本的な動きから始め，「跳ぶ」「転がる」
「積む」「投げる」など，発達的により高次な動きの
バリエーションの獲得を目指す。これに対し，第2
の軸は，多様な遊具を取り入れて活動環境を整える
ことにより，同じ「歩く」でも，床の上を歩く，ト
ランポリンの上を歩く，キャスターボードを引いて
歩く，水の中を歩くなど，さまざまな歩く動きを体
験することによって，獲得した動きを洗練し，使い
こなせるようになることを目指す。そして，第 3
の軸では，その動きを用いる環境に音楽やリズム，
空間の広がり，人とのかかわりなどの要素を組み込
み，「速く歩く，ゆっくり歩く」，「広がるように歩
く，目的地へ向かって歩く」「手をつないで歩く，
追いかけたり，離れたりして歩く」などというよう
に，動きを意図的にコントロールする力を伸ばして
いく。
以上のような構造化を図ることにより，一つの動
きをさまざまな形で子どもに体験させ，子ども自ら
が楽しみながら動きを拡大する状況を作り出すこと
が可能となる。これは，小林（2006）の言う，「変
化のある繰り返し」を生み出す手がかりを与えるも
のと考えられる。
（2）活用しやすい感覚刺激を組み込んだ遊具環境
視覚に障害があると，環境の把握が難しく，動き
に伴って変化する自分と環境との関係を理解するこ
とにも困難が伴う。その結果，動くことへの不安が
生まれ，なかなか自発的に身体を動かして遊んだり，
探索したりしにくい状況となる。また，自らの動き
のイメージや動きによって得られた結果を視覚で確
認することができないために，自分がどのように動
いているのかを把握することも難しい。そのため，
動きの獲得はますます困難となる。
このことを踏まえ，今回のプログラムでは，視覚
障害児が取り入れやすい聴覚や触覚からの刺激を組
み込み，それを活用して環境を把握したり，自分の
動きを確認したりしながら動くことができるように
配慮した。例えば，聴覚の活用に関しては，移動の
際には必ず音源を用意し，空間の広がりや方向性を
確認し，人の存在を意識するための手がかりとした。
また，どのプログラムにも操作することで音の出る
遊具を組み入れ，自分の動きの結果を確認すること
ができるように配慮した。触覚の活用に関しては，
各種遊具が本来持っている手触りが手がかりとなる
のはもちろんであるが，滑り台を滑り降りる際にタ
フロープが身体に触れるように配置したり，トラン
ポリンで跳んだり，床面を移動したりする際に，フー
プやロープに触れながら動くようにプログラムを展
開し，移動範囲や移動距離が確認できるように配慮
した。このように，プログラムに，視覚障害幼児が
活用しやすい感覚刺激を取り入れた遊具環境を準備
することが重要と思われる。また，これらの聴覚，
触覚からの刺激は，対象児らが身体意識を獲得する
過程にも必要な刺激であったと推量される。
（3）ひとりで動けるための介助ステップ
視覚障害児にとって，動きを獲得する際，わずか
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でも支援者との身体接触があるのとないのとでは大
きな違いがある。当初，対象児らは移動に強い不安
を抱いており，教師が手をつないで介添えしたり，
抱いて移動したりすることを求めた。このような状
態から，ひとりで動けるようになるためには，スモー
ルステップで身体接触を減らしていく必要があった。
実際のプログラム展開では，身体接触減少にあたり
以下の原則を用いた。①直接接触（広い → 狭い）
→②間接接触（堅い物 → 柔らかい物）→③独力で
（物を持って → 持たないで）である。例えば，ト
ランポリンを跳ぶ場合，①教師に抱いてもらって
→ 教師に上体を抱えてもらって → 教師と両手を
つないで → 教師と片手をつないで →②教師の
持つフープにつかまって → 教師の持つハンカチに
つかまって →③ハンカチを自分ひとりで握って →
独力で，となる。行動観察から，特に③のハンカチ
を握るステップが有効であることが分かった。この
ような，身体接触から得られる触覚刺激量を徐々に
減らすステップが動きづくりに必要であることが実
践の過程で確認された。
以上，実践を通して，知的障害を併せ有する視覚
障害幼児の動きのスキル拡大におけるムーブメント
教育プログラムの在り方について，検討してきたが，
今後の課題として，適用事例数の拡大により，視覚
障害幼児に適したプログラムのさらなる検討が必要
であろう。また，ムーブメント教育プログラムの本
来の目的である，全人的な発達の基礎を育てる（小
林，2006；前出）観点から，視覚障害幼児におい
て，動きづくり以外の言語・社会性面等における発
達支援効果の検証及びプログラムの分析が求められ
る。
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